
資料５ 

 

「ベストパフォーマンスを発揮している酪農経営、地域とは？」 

 

１．趣旨 

  コスト低減を図りながら、現在飼養されている乳用牛の泌乳能力と繁

殖能力を、牛への負担を増やさずに最大限発揮（ベスト・パフォーマン

ス）させていくことが必要であることから、供用期間の延長や繁殖性の

改善に取り組んでいる優良な事例を選定し、情報発信・共有を通じて、

全国的な啓発を図る。 

このため、全国の参考となるような優れた取組を収集する。 

 

２．情報収集 

（１）収集する取組 

検定情報を活用することにより、乳用牛をベストパフォーマンスさ

せ経営改善を達成した次の①から③のいずれかに該当する取組とする。 

①  農家優良事例 

（例：供用期間の延長、繁殖性の改善、和子牛の生産 等） 

②  地域ぐるみの指導体制の確立の取組 

（例：勉強会の開催、農家の巡回監視、ＴＭＲの活用 等） 

 

（２）収集する方法 

   全国の検定組合に対し、アンケート調査を行うことにより、優良と

みられる事例を収集する。 

 

（３）優良事例を収集する際のポイント（案） 

 
１ 優良事例と考えられる農家･組織等の名称 

 

２ 現在の具体的活動 

 

３ これまでの成果 

 

４ 活動のきっかけ 

 

５ その他（今後の展開方向、活動に関するエピソード等） 

 

 

 

 



（収集する優良事例のイメージ） 

①  農家優良事例 

ア 千葉県 松本牧場 

  規模拡大に不利な立地条件であるため、経産牛の飼養頭数は３７頭

ながら、改良に取り組み自家育成の年間乳量１万キロを超える高能力

牛群を作り上げ、年間平均日量 33.4kgを搾り、体細胞 155千個を維持

している。 

      

イ 鹿児島県 平口牧場 

国産種雄牛を積極的に利用し、粗飼料を自給することで低コスト生

産を実現するとともに、和牛ＥＴによる和子牛販売により、収入増加

を図っている。自給粗飼料により乳飼比 13%、飼料効果 3.4、年間平均

日量 29.2kgを搾り、分娩間隔は 421日である。 

 

ウ 愛知県 アカツキ牧場 

ハイレベルな高泌乳量を求めず、事故や病気がない健康な牛群管理

を目標とし、具体的には給餌、清掃、適期授精といった基本の飼養管

理をきちんと行うこととしている。年間平均日量 28.6kgを搾り、体細

胞 155 千個を維持しながら、平均除籍産次は 4.8 産と長持ちする牛づ

くりを実践している。 

 

 

②  地域ぐるみの指導体制の確立の取組 

ア 岡山県 おかやま酪農業協同組合 

平成１９年に酪農支援プロジェクトチームを立ち上げ、飼養管理技

術や経営改善に関する農家指導を行い、分娩間隔の短縮を実現するな

ど、酪農支援活動を実施する組織 
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業 

平口さん（右）と長男で後継者の知人さん（左） 

松本さんご本人 

37頭の少数精鋭牛群で１万１千キロ 
の乳量を実現。飼料効率に優れた 
高能力牛群が実力を発揮！ 

経産牛45頭で高乳量・高成分。 
粗飼料のほとんどを自給し、 
低コスト経営で高能力牛群を維持！ 

平成27年2月 

　酪農関係者の総力を結集して作り上げた国産精液を活用し、
豊かな酪農経営を実践しておられる方々が数多くおられます。
今回は、不利な立地条件ながら改良に取り組み少数精鋭の高

能力牛群を作り上げた千葉県の松本さんと、地域
でNTPトップ４０種雄牛を積極的に利用し、粗飼
料を自給することで低コスト生産を実現している
鹿児島県の平口さんをご紹介します。 

一　　般 
社団法人 

の概要 

の概要 



（牛群検定成績表より） 

  

経産 牛 
年 

乳脂 率 乳蛋白質率  無脂固形分率  搾乳 牛 

  

　３7頭の経産牛で平均乳量約１１，０００キロ。経産牛１頭当たりの県平均より 
　約１，８００㎏高い乳量を実現。牛群検定の活用で体細胞数は年平均16万台を維持。 

H24.12月 
H25.12月 
H26.12月 

29.3kg 
29.6kg 
29.4kg 

32.4kg 
33.4kg 
33.8kg 

ご本人所有のミルクメーター 

牛床と通路にケイ酸カルシウムを散布。 
清潔で乾燥した牛舎内部（カウコンフォートを考慮し牛床を延長） 

搾乳牛1頭当たり 
305日補正成績 

経産牛1頭当たり 
年間成績 

3.86% 
3.74% 
3.80% 

3.32% 
3.33% 
3.33% 

8.79% 
8.82% 
8.80% 

平均乳成分率（%） 平均乳量（kg） 

11,911kg 
12,158kg 
12,423kg 

10,840kg 
11,166kg 
10,835kg 

1日1頭当たり乳量（kg） 

（千葉県） 



※ 

※ 

�　
乳脂 量 
（ k g ） 

乳蛋白質 量 
（ k g ） 

乳脂 率 
（ % ） 

乳代効 果 
（円 ） 

乳蛋白質 率 
（ % ） 

無脂固 形 
分 率 （ % ） 

無脂固 形 
分 量 （ k g ） 

H20年 
H21年 
H22年 
H23年 
H24年 

382 
677 
1,269 
939 
1,398

+1 
+8 
+17 
+26 
+38

+13 
+27 
+31 
+27 
+44

+35 
+67 
+95 
+79 
+126

+28,460 
+55,129 
+91,341 
+76,466 
+116,436

-0.14 
-0.16 
-0.31 
-0.11 
-0.17

+0.01 
+0.05 
-0.10 
-0.03 
-0.02

+0.02 
+0.08 
-0.16 
-0.03 
+0.03

（牛群改良情報2014-8月より） 

乳量 
（kg） 区　分 

換気を重視した牛舎内部と外観 

7 

7 

 

10 

7 

7

3,362 

2,613 

 

3,449 

2,613 

2,714 

 

 

3,966 

3,248 

 

3,775 

3,248 

3,226 

 

 

都府県第15位 

都府県第98位 

 

検定情報サマリーより 

検定情報サマリーより 

検定情報サマリーより 

 

 

125,591 

105,663 

 

108,282 

105,662 

100,632 

 

4,581 

3,632 

 

4,891 

3,633 

3,444 

 

10,317 

8,696 

 

9,646 

8,695 

8,645 

 

�

 
総日数（日） 備　考 登録番号 生涯乳量（kg） 総乳脂量（kg） 総乳蛋白質量（kg） 総SNF量（kg） 

　生涯生産乳量10万キロを突破した国内種雄牛の娘5頭の検定成績 

　毎年確実に遺伝的能力が向上！ 
　全国平均を乳量で320kg、乳代効果で21,000円上回る改良を達成。 

産次 

5555＊＊＊ 

6784＊＊＊ 

〈参考〉 

1042740＊＊＊ 

6784＊＊＊ 

1195465＊＊＊ 

※は日本ホルスタイン登録協会による証明記録 



検定成績（移動13ヶ月又は過去1カ年の平均）

経産 牛 
年 

乳脂 率 乳蛋白質率  無脂固形分率  搾乳 牛 

  

●牛舎周囲に約14ヘクタールの自給粗飼料用農地を確保。夏はコーン、冬はイタリアンを作付けし、 
　それぞれサイレージに調整し給与。粗飼料を自給することで低コストな生乳生産を実現。 
●当地で牛群検定が開始された直後から検定に参加。 
　約36年にわたり牛群検定を継続実施中。 
●検定成績表と牛の状態を見比べた飼料給与、体細胞数等のチェックを親子で欠かさず実施。 
●地元酪農協が推奨する国内ＮＴＰトップ40種雄牛利用に賛同。　早速利用したところ、 
　国内種雄牛の娘は乳量が期待どおり増加したことから、現在はすべてＮＴＰトップ40から選定。 
●後継牛は、すべて自家育成。 
●育成と搾乳技術に定評があり、酪農協からの遺伝子導入事業で導入したスーパーカウの 
　管理を委託。生まれた産子から昨年検定済種雄牛が誕生。 
●20頭の黒毛和種ＥＴ用供卵牛を繋養。受精卵移植等で生産した和牛子牛を市場で販売し、 
　乳代と異なる収入源を確保。 

　Ｆ3.97％、Ｐ3.28％、SNF8.76％と高く安定した乳成分率。 

H24.12月 
H25.12月 
H26.12月 

25.2kg 
26.1kg 
25.9kg 

29.3kg 
30.2kg 
29.4kg 

搾乳牛1頭当たり 
305日補正成績 

経産牛1頭当たり 
年間成績 

4.03% 
3.98% 
3.97% 

3.27% 
3.25% 
3.28% 

8.77% 
8.74% 
8.76% 

平均乳成分率（%） 平均乳量（kg） 

9,812kg 
10,275kg 
10,390kg 

9,313kg 
9,529kg 
9,349kg 

1日1頭当たり乳量（kg） 

（鹿児島県） 

搾乳牛舎の外観と内部 
（外側の牛と入れ替えて搾乳） 



牛舎前の草地、 
夏はコーン、冬はイタリアンを中心に 
サイレージ用に植え付け 

自ら電柱等資材を確保。 
低コストで建築した育成舎。 

年 
体細胞数 

（年間平均） 

　体細胞数も年間13万台で極めて良好。西南暖地にありながら、 
　分娩間隔は全国平均を下回る416日。繁殖も順調に推移。 

H24.12月 

H25.12月 

H26.12月 

207 

123 

138

416日 
（396日） 
407日 
（420日） 
410日 
（385日） 

 
 

394日 
（455日） 
484日 
（444日） 
438日 
（479日） 

 
 

390日 
（427日） 
415日 
（419日） 
400日 
（420日） 

 
 

402日 
（424日） 
431日 
（428日） 
416日 
（420日） 

 
 

分 娩 間 隔  

千/ml
2産 

（予定） 
 

3産 
（予定） 
 

平均 
（予定） 
 

4産以上 
（予定） 
 

ET用の黒毛和種雌 



  ＮＴＰＴＯＰ40を基本にした種雄牛の
選定が実践され、後継牛を計画的に確保し
ています。 
 これにより、高能力はもちろん、長命連産
性に優れた体型改良も実現されています。 

　牛群検定の成績は年によって上下せず、非常
に高く安定しています。 
 背景には、 国内ＮＴＰトップ40の交配による後
継牛の的確な確保と、これによる乳量をはじめと
した推定育種価（ＥＢＶ）の着実な改良があり、この
ことは牛群改良情報からしっかりと読み取るこ
とができます。また、繁殖も順調に推移しており、
生涯生産乳量で優れた牛を多数輩出するなど、
優れた繁殖性や長命性も発揮されています。 
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